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〈論 文〉 
共時的設計図と経時的設計図の意義 
― 設計時における２種類の思考枠組み ― 
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Meaning of synchronic blueprint and diachronic blueprint 




The necessity for preceding a synchronic blueprint when the system is designed and drawing a 
diachronic blueprint is described. A synchronic blueprint is the one like the cross section at the point 
that is. On the other hand, a diachronic blueprint is the one like the passage chart where details of 
point from the point that is from which everything is were spelt at passing. For instance, the former is 
a drawing of an architectural drawing and the machine. The latter is, for instance, a flow chart. The 
difference of both blueprints is whether to consider the flow of time. In a synchronic blueprint, the 
flow of time is not considered. It is the one that both states that put at a certain instant and existed 
were made shown in the figure. 
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そこには x が時間的に先で、y が時間的にあとという関係が現実的には存在している。どんな高速の

















































水を x とする。そしてお湯を y とする。するとこのプロセスを考えるということは、x を y に変換す
る f という変換器を設計することであるともいえる。このように考えると、電気ポットを設計するとい
うことは、x を y に変換する f を求める問題でもある。そうだとすると、この問題は先に示した情報シ
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この図にインプットの x（水）とアウトプットの y（お湯）をつけてみよう（図６）。 
 
水 ( x ) 
↓ 
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帰宅した住人 ( x ) 
↓ 
↓          f 
玄関から家に入る 
 
廊下 1 を通る            洗面所に行く 
                  ↓ 





























y ＝ f（ x ） 
という関係式を満たす関数 f を求める作業。関数 f はシステムである。 
ただし、y は x よりも後という時間的順序関係がある。 
─   ─ 7
そして、本論から若干逸れるが、これらの関係式を使用するとつぎのような表現もできると考える。
「設計をする」ことの反対の概念と思われる「分析をする」とは、関数 f が与えられているとき、その
インプット x とアウトプット y の対を明確にする作業のことをいう。 
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